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ユネスコ無形文化遺産

国重要有形民俗文化財

150枚を超えるナマハゲ面が展示されています。

な
ま
は
げ
館
に
隣
接
し
た
、
古
い

男
鹿
の
典
型
的
な
曲
り
屋
民
家
を

移
設
し
た
伝
承
館
で
は
、
大
晦
日

の
行
わ
れ
る
地
元
真
山
地
区
の
ナ

マ
ハ
ゲ
行
事
を
体
感
で
き
る
学
習

講
座
を
開
講
。ナ
マハ
ゲ
の
迫
力
を

間
近
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ナ
マ
ハ
ゲ
に
関
す
る
資
料
や

映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ナ
マハ
ゲ
の
面
や
衣
装
は

地
区
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、

一
五
〇
を
こ
え
る
ナ
マハ
ゲ
面

が
一
堂
に
展
示
さ
れ
て
い
る

勢
ぞ
ろ
い
コ
ー
ナ
ー
は
圧
巻

の
見
ご
た
え
で
す
。
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神
社
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館
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　八
時
三
十
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五
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お
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は
げ
館
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〇

学
習
講
座
：
約
二
〇
分

開
講
日
　毎
日

　
　
　
　開
講
時
間
は
季
節
に
よ
っ
て

　
　
　
　異
な
り
ま
す

お
問
合
わ
せ
　男
鹿
真
山
伝
承
館

　
　☎
〇
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八
五
‐
三
三
‐
三
〇
三
三



大
晦
日
の
晩
、青
年
た
ち
が
ナ
マハ
ゲ
に
扮
し
て
、「
泣
く
子
は
い

ね
が
ー
、
親
の
言
う
こ
ど
聞
が
ね
子
は
い
ね
が
ー
」な
ど
と
大
声

で
叫
び
な
が
ら
家
々
を
巡
り
ま
す
。

男
鹿
の
人
々
に
と
っ
て
ナ
マハ
ゲ
は
、
怠
け
心
を
戒
め
、
無
病
息

災
・
田
畑
の
実
り
・
山
の
幸
・
海
の
幸
を
も
た
ら
す
、年
の
節

目
に
や
っ
て
く
る
来
訪
神
で
す
。ナ
マハ
ゲ
を
迎
え
る
家
で
は
、昔

か
ら
伝
わ
る
作
法
に
よ
り
料
理
や
酒
を
準
備
し
て
丁
重
に
も

て
な
し
ま
す
。

男
鹿
市
内
の「
ナ
マハ
ゲ
行
事
」は
、
現
在
約
七
〇
の
町
内
で
十

二
月
三
十一日
の
大
晦
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す（
令
和
六
年
）。

昭
和
五
十
三
年「
男
鹿
の
ナ
マハ
ゲ
」と
し
て
国
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
、平
成
三
十
年
に
は「
来
訪
神
：
仮
面
・
仮
装

の
神
々
」と
し
て
男
鹿
の
ナ
マハ
ゲ
を
含
む
全
国
十
行
事
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

冬
、囲
炉
裏
で
長
く
暖
を
と
っ
て
い
る

と
、手
足
に
火
型（
火
斑
）が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
方
言
で「
ナ
モ
ミ
」と
言
い
ま
す

が
、怠
け
心
を
戒
め
る

た
め
の「
ナ
モ
ミ
剥
ぎ
」

が「
ナ
マ
ハ
ゲ
」に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

「
ナ
モ
ミ
剥
ぎ
」は
新
年

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

の
祝
福
の
意
味
も
あ

り
、子
ど
も
や
初
嫁
と

い
っ
た
家
の
新
し
い
構

成
員
が
対
象
と
さ
れ

ま
し
た
。

真山地区のナマハゲ行事


